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古仁屋中学校で行ったドローン教室の様子 古仁屋高校で行ったドローン操縦体験の様子 
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JALグループとして、全国初となるドローン教室を瀬戸内町で開催 
 

 日本航空株式会社（以下、JAL）と日本エアコミューター株式会社（以下、JAC）は、鹿児島県大島郡瀬戸内

町（町長：鎌田愛人、以下「瀬戸内町」）と、2020年10月にドローンを活用した地域課題解決を目指す連携協

定を締結し(*)、2023年度の瀬戸内町でのドローン事業化を目指し、地域に密着した課題抽出や実証実験を

通じた事業検証を行っています。 
(*)2020年10月14日付プレスリリース：https://press.jal.co.jp/ja/release/202010/005812.html  

 

 今般、その取り組みの一環として、瀬戸内町の方々にドローンへの理解を深めていただくことを目的に、瀬戸内

町の将来を担う中学生・高校生に向けて、ドローン教室を開催しました。ドローン教室の開催はJALグループとし

て全国で初めての試みとなります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ドローン教室概要】 

実施日/場所：①2022年10月11日(火) 瀬戸内町立古仁屋中学校  

 ②2022年10月15日(土) 鹿児島県立古仁屋高等学校 

実施内容 ： 

 ドローンの種類に関する説明 

 JALが行っているドローンを活用した瀬戸内町における取り組み 

 ドローンによって解決できる瀬戸内町の地域課題についてのディスカッション 

 古仁屋中学校におけるドローンデモフライト・空撮体験 

 古仁屋高等学校の生徒によるドローン操縦体験 

 

 ドローンという新しい技術に触れること、離島の地域課題の解決方法を知り、考えることを通じて、将来、地元

の奄美群島で働く職業の選択肢の一つとしてドローン事業を捉えていただくことを期待しています。 

 JALグループは、今後も地域と連携し、課題解決や人財育成に務めてまいります。 

以上 

カテゴリ：新事業領域 


